
農業委員会委員選挙人名簿の縦覧について………………………… 

平成17年度交通災害共済加入申込について………………………… 

２月・３月の保健行事予定表………………………………………… 

平成17年度町県民税・国民健康保険税申告受付について………… 

２月３月の催し物（紙の博物館／ギャラリー・コパ）…………… 

祝・成人の日………………………………………………………… 

図書館だより………………………………………………………… 

いの町ウォークラリー大会参加者募集……………………………… 

「高血圧教室」開催のお知らせ……………………………………… 

いの町の人口 
　　　　　12月末日現在 
●総人口　　28，774人 
●男性　　　13，774人 
●女性　　　15，000人 
●世帯数　11，172世帯 

いの町ホームページ　http://www.town.ino.kochi.jp/ 
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「第14回氷室まつり　氷詰め」風景（手箱山／関連記事P4） 



消防出初式がとりおこなわれました 
～内助功労者と退団者に感謝状を贈呈～ 

　１月９日（日）、伊野小学校グランドで、いの町消防出初式が開催

されました。出初式は消防職団員の心意気を示すと同時に、士気を鼓

舞し、一年間の安全と奮闘を誓い合う目的で行われる伝統行事であり、

本年の出初式には消防団員、消防職員合わせて約300名が参加しました。 

　出初式では、各分団に分かれての分列行進や、各種の表彰、町長らによる服装及び車両の点検を行い、その

後仁淀川の波川河川敷に移動して一斉放水を行いました。 

　式上の各種表彰では、勤続20年以上で成績優秀な団員に町長表彰が、勤続10年以上で成績優秀な団員及び

特に他の模範となる団員に対し団長表彰が行われました。日ごろの消防活動に対しまして心から感謝を申し

上げますとともに、今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。 

　また、成績優秀な消防団員の妻として、長年にわたり内助の功を尽くされ、その功績が顕著であると認め

られた配偶者に対して、町長から内助功労者として感謝状と記念品が贈呈されました。 

　最後に、10年以上勤続され、昨年中に消防団を退団された方々に感謝状が贈呈されました。長年にわたり

消防団員として、町民の生命・財産を守るため大変ご尽力いただきました。心からお礼申し上げます。 

○勤続表彰（町長表彰） 
　勤続20年以上の成績優秀者 
 

○勤続表彰（団長表彰） 
　勤続10年以上20年未満の成績優秀者 
 

○模範表彰（団長表彰） 
　12月15日に枝川地区で発生した建物火災の際に、火災の早期発見、初期消火活動に努め、被害を最小限

度にくいとめた功績によるもの 

　吾北方面隊　清水分団　　団 員　筒 井 照 高  

　 

○内助功労受賞者 
　池　澤　さゆり　　様　（枝川分団班長　池澤　嘉明　氏の妻） 

　吉　良　　　操　　様　（南分団団員　吉良　高秀氏　の妻） 

　横　田　美　樹　　様　（川内分団班長　横田　均　氏の妻） 

　 　田　　　都　　様　（神谷分団団員　 田　隆範　氏の妻） 

　西　内　まり子　　様　（清水分団団員　西内　勝　氏の妻） 

　伊　藤　艶　子　　様　（上八川分団部長　伊藤　千義　氏の妻） 

 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

吾北方面隊 

吾北方面隊 

吾北方面隊 

吾北方面隊 

吾北方面隊 

吾北方面隊 

 

枝 川 分 団 

南　分　団 

川 内 分 団 

神 谷 分 団 

上八川分団 

上八川分団 

上八川分団 

小 川 分 団 

小 川 分 団 

小 川 分 団 

階　級 

班長 

団員 

班長 

団員 

団員 

班長 

班長 

団員 

団員 

団員 

氏　名 

池澤　芳明 

吉良　高秀 

横田　　均 

田　隆範 

川村　幸誠 

筒井　幸男 

筒井　政和 

山中文美夫 

近澤　温夫 

近澤　正気 

広報いの　2月号 ● 2

所　　　属  

伊野方面隊 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

吾北方面隊 

 

伊 野 分 団  

枝 川 分 団  

川 内 分 団  

川 内 分 団  

神 谷 分 団  

神 谷 分 団 

小 川 分 団  

階　級 

団員 

団員 

団員 

団員 

団員 

団員 

団員 

氏　名 

北岡　広文 

吉岡　重明 

中嶋　弘一 

池田　俊二 

井上　　孝 

尾崎　恭義 

岩 　泰行 

所　　　属 



　西　内　千　惠　　様　（上八川分団班長　西内　善直　氏の妻） 

　筒　井　　　浩　　様　（上八川分団班長　筒井　政和　氏の妻） 

　小　松　美　恵　　様　（小川分団分団長　小松　緑　氏の妻） 

　箭　野　敏　子　　様　（小川分団団員　箭野　孝一　氏の妻） 

　曽　我　惠　子　　様　（下八川分団副分団長　曽我　修　氏の妻） 

　曽我部　美喜子　　様　（下八川分団班長　曽我部　孝志　氏の妻） 

　市　川　百合江　　様　（本川第１分団部長　市川　賢仁　氏の妻） 

　筒　井　順　子　　様　（本川第２分団分団長　筒井　弘　氏の妻） 

　和　田　教　予　　様　（本川第３分団分団長　和田　守　氏の妻）　 

○勤続10年以上の退団者 

伊野町消防団 

伊野町消防団 

伊野町消防団 

伊野町消防団 

伊野町消防団 

伊野町消防団 

吾北村消防団 

吾北村消防団 

吾北村消防団 

吾北村消防団 

吾北村消防団 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

伊野方面隊 

 

三瀬分団 

川内分団 

枝川分団 

伊野分団 

神谷分団 

伊野分団 

小川分団 

清水分団 

小川分団 

上八川分団 

本　　部 

川内分団 

神谷分団 

伊野分団 

 

退団時階級 

部　　長 

分 団 長  

副分団長 

団　　員 

分 団 長  

分 団 長  

班　　長 

団　　員 

団　　員 

団　　員 

副 団 長  

部　　長 

団　　員 

団　　員 

 

氏　　　名 

森　　　正　幸　様 

西　村　和　晃　様 

国　沢　道　博　様 

中　嶋　隆　司　様 

　田　光　廣　様 

町　田　宗　一　様 

伊　藤　友　久　様 

筒　井　　　伯　様 

岡　林　正　隆　様 

安　藤　忠　廣　様 

西　内　正　光　様 

細　木　　　茂　様 

三　宮　康　伸　様 

森　下　良　一　様 

 

 

在職年数 

４０年５ヵ月 

２６年３ヵ月 

３１年２ヵ月 

１４年 

４１年１ヵ月 

３２年８ヵ月 

２１年 

３１年７ヵ月 

３４年３ヵ月 

２0年６ヵ月 

３２年７ヵ月 

２３年４ヵ月 

１７年８ヵ月 

３０年２ヵ月 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

元 

 

広報いの　2月号 ● 3

　
新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
ご
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消

防
団
活
動
に
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

伊
野
分
団 

　
菊
池
　
宏
和
さ
ん
（
23
―
３
区
） 

　
佐
々
木
隆
行
さ
ん
（
西
浦
７
区
） 

　
高
橋
千
代
重
さ
ん
（
12
区
） 

三
瀬
分
団 

　
伊
藤
　
誠
生
さ
ん
（
柳
瀬
石
見
） 

 

　
１
月
１
日
現
在
で
の
消
防
団
員

数
は
、408
名（
う
ち
女
性
団
員
14
名
）

で
す
。
こ
れ
は
条
例
定
数
の
451
名

に
対
し
43
名
欠
員
し
て
い
る
状
態

で
す
。
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し

て
多
く
の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

 
問
い
合
わ
せ
先 

　
い
の
町
消
防
団
本
部 

 
 

―
０
０
４
０ 

２
月
上
旬 

　
初
午
行
事
（
各
地
域
で
初
午

　（
２
月
３
日
）
の
前
後
） 

 

【
伊
野
方
面
隊
】 

　
毎
月
１
日
、
11
日
、
21
日
に
各

地
域
の
消
防
屯
所
で
無
線
の
通
信

テ
ス
ト
、
機
械
器
具
の
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

   

【
伊
野
方
面
隊
】 

12
月
15
日（
水
） 

　
枝
川
店
舗
兼
住
宅
火
災 

枝
川
分
団
他
54
名 

12
月
24
日（
金
） 

　
駅
東
町
住
宅
火
災 

伊
野
分
団
他
56
名 

12
月
31
日（
金
） 

　
波
川
住
宅
火
災 

川
内
分
団
他
85
名 

　
乾
燥
し
た
日
が
続
く
季
節
で
す
。

各
家
庭
で
の
火
の
用
心
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

新
入
団
員
の

新
入
団
員
の 

　
　
　
　
紹
介

　
　
　
　
紹
介 

新
入
団
員
の 

　
　
　
　
紹
介 

２
月
の
消
防
団
行
事
予
定 

 

12
月
の
災
害
等
出
動
状
況 

元　の　所　属 

 

橋本高知県知事のあいさつ 



氷詰め＆前夜祭のご案内 氷詰め＆前夜祭のご案内 

広報いの　2月号 ● 4

　第15回氷室まつりに向けて、氷詰めを下記のとおり
行いますので、ぜひご参加ください。 

　
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
の
有

資
格
者
を
も
っ
て
調
整
し
た
、い
の

町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
選
挙
権
の
あ
る
方
か
ら

の
申
請
に
よ
り
調
製
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
登
録
に
は
本
人
か
ら
の
申

請
又
は
農
業
委
員
会
が
作
成
し
た

申
請
書
に
代
る
書
類
が
必
要
で
す
。 

期
　
間
　
２
月
23
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
３
月
９
日（
水
） 

時
　
間
　
８
時
30
分
〜
17
時 

場
　
所
　 

　
・
役
場
本
庁
２
階
町
民
ホ
ー
ル 

（
た
だ
し
、
土
曜
日
と
日
曜

日
は
宿
直
室
） 

　
・
吾
北
総
合
支
所
１
階
事
務
室 

　
・
本
川
総
合
支
所
１
階
事
務
室 

登
録
対
象 

　
昭
和
60
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
17
年
１
月
１

日
現
在
い
の
町
に
住
所
を
有
し
、

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
方
及
び
そ
の
方

の
同
居
の
親
族
又
は
同
居
の
親
族

の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と

農
業
委
員
会
が
認
め
た
方
。 

　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会 

加
入
資
格
　
い
の
町
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
、
又
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
方
で
し
た
ら
、
年
齢

に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。 

加
入
手
続
　
加
入
申
込
書
に
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
共
済
掛
金
１

人
700
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
本
庁
出
納
室
、
各

総
合
支
所
及
び
各
出
張
所
で
受

け
付
け
ま
す
。） 

共
済
期
間
　
平
成
１７
年
４
月
１
日

か
ら
（
年
度
途
中
の
加
入
者
に
つ

い
て
は
、
申
し
込
み
の
翌
日
か
ら
）

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
。 

対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
加
入
者

ご
本
人
が
、
日
本
国
内
の
道
路

交
通
法
に
規
定
す
る
道
路（
国
道
、

都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
、林
道
、

農
道
等
の
一
般
交
通
の
用
に
供

す
る
場
所
、
軌
道
及
び
そ
の
接

続
す
る
場
所
）
で
、
汽
車
、
電
車
、

自
動
車
、
原
付
自
転
車
、
自
転

車
（
補
助
輪
付
及
び
玩
遊
具
を

除
く
。）、
身
体
障
害
者
用
車
椅

子
等
に
よ
り
起
こ
っ
た
事
故
に
あ
っ

て
死
傷
さ
れ
た
場
合
。（
歩
行
中

の
単
独
事
故
や
歩
行
者
ど
う
し

の
事
故
又
は
、
上
記
以
外
の
一

般
人
立
入
禁
止
の
場
所
等
で
起
こ
っ

た
事
故
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

な
お
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
の
見
舞
金
請
求
手
続
は
、
総

務
課
及
び
各
総
合
支
所
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
総
務
課 

 
 

８
９
３
―
１
１
１
３ 

　
出
納
室
吾
北
分
室 

　
　

８
６
７
―
２
３
１
１ 

　
本
川
総
合
支
所
住
民
課 

　
　

８
６
９
―
２
１
１
２ 

前夜祭 

氷詰め 

第15回氷室まつり 

※参加希望者は、代表で申し込みください。 

参 加 費　 2,500円（前夜祭参加者）宿泊可 

参加締切　２月10日（木）17時まで 

問い合わせ・申し込み先 

     本川総合支所産業建設課（ ８６９－２１１５） 

2月12日（土）越裏門公民館　　18時～ 

2月13日（日）越裏門公民館発　6時30分 

　　　　　　大瀧駐車場発　　7時 

消防長感謝状 

　いの町小川新別 
　　伊藤弘昭さん（写真） 

消防団長表彰状 
（いの町消防団吾北方面隊 
　　　　　　清水分団団員） 

　いの町清水下分 
　　筒井照高さん 

初期消火活動に感謝状、 
                       表彰状を贈呈 
 　12月15日（水）11時52分ごろ、いの町枝川で発生
した建物火災を、近くのガソリンスタンドに勤める
２名が早期発見するとともに、消火器を使用して初
期消火を行い火災の延焼を防ぎ小火に止めました。 
　火災による被害を最小限に止めた適切な初期消火
活動の功績に対し、仁淀消防組合消防長（門田勲）
から感謝状が、いの町消防団長（近澤幸一）から表
彰状が２名に手渡されました。 

800,000円 

400,000円 
 

100,000円 

80,000円 

60,000円 

40,000円 

20,000円 

１ 

２ 
 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

死亡（事故当日より180日以内の死亡） 

身体障害者福祉法施行規則別表 
第５号に規定する１級の傷害 

治療実日数180日以上の傷害 

　　〃　　100日以上180日未満の傷害 

　　〃　　　50日以上100日未満の傷害 

　　〃　　　20日以上　50日未満の傷害 

　　〃　　　３日以上　20日未満の傷害 

災害見舞金等級表 
等級 傷 害 の 程 度  見舞金額  

（治療実日数とは、入院または通院した日をいう。） 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人 

　
　
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
　
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人 

　
　
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て 

高
知
県
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合

高
知
県
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合 

　
平
成

　
平
成
17
年
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付
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四国財務局からお知らせ 

外貨預金、元本補てんのない

金銭信託（ヒットなど）、金

融債（保護預り専用商品以外

のもの）等 

　決済用預金以外の保護対象預金等（一般預金等と

いいます。）は１金融機関１人当たり、合算して元本

1,000万円までとその利息等（定期積金の給付補てん金、

金銭信託における収益の分配等を含みます。）が保護

されます。 

　なお、1,000万円を超える部分であっても破たんし

た金融機関の財産の状況に応じて支払われます。（一

部カットされる場合があります。）Ｑ4参照 

広報いの　2月号 ● 5

　平成17年４月以降は、当座預金や利息のつかない普通預金は「決済用預金」として全額保護され、定期預

金や利息のつく普通預金などは、１金融機関につき預金者１人当たり、元本1,000万円までとその利息等が

保護されます。具体的にどの預金が「決済用預金」に該当するか等の詳細は、金融機関の窓口等にお問い合

わせください。 

預金等保護の姿 

決済用 

預　金 

  

一　般 

預金等 

預金等の分類 平成17年４月から 

全額保護（恒久措置） 

Ｑ1参照 

合算して元本1,000万円 

までとその利息等を 

保護 

Ｑ2参照 

保護対象外 

 

 

Ｑ3参照 

決済用預金はどのような預金ですか？ 

決済用預金は「無利息、要求払い、決済サービ
スを提供できること」という３要件を満たすも
ので、例えば、当座預金や利息のつかない普通
預金が該当します。　 

預金保護の対象となっている預金等にはどのよ
うなものがありますか？ 

対象となっている預金等は以下のとおりです。 

　なお、保護されない預金等であっても破たんした

金融機関の財産の状況に応じて支払われます。（一

部カットされる場合があります。） 

・外貨預金　　　　・他人、架空名義預金 

・譲渡性預金　　　・オフショア預金 

・日本銀行からの預金（国庫金を除く。） 

・金融機関からの預金 

（確定拠出年金の積立金の運用部分を除く。） 

・預金保険機構からの預金 

・無記名預金　　　・導入預金 

・元本補てん契約のない金銭信託（ヒット等） 

・金融債（保護預り専用商品以外のもの） 

・銀行（日本国内に本店のあるもの）　・信用金庫 

・信用組合　　　・労働金庫　　　・信金中央金庫 

・全国信用協同組合連合会　　　　・労働金庫連合会 

・当座預金　・普通預金　　　・別段預金　・定期預金 

・通知預金　・納税準備預金　・貯蓄預金　・定期積金 

・掛金 

・元本補てん契約のある金銭信託（ビッグ等の貸付信託を

含む。） 

・金融債（ワイド等の保護預り専用商品に限る。） 

・上記を用いた積立・財形貯蓄商品 

（※）詳しくは、各商品取扱いの金融機関にお問い合わせください。 

Q1 

A1 

 

 

Q2 

 
A2

預金保護の対象となっていない預金等にはどの
ようなものがありますか？ 

対象となっていない預金等は以下のとおりです。 

Q3 

 

A3

預金保険制度の対象となる金融機関はどのよう
になっていますか？ 

対象となる金融機関は次の通りです。 

Q4 

 

A4

上記金融機関の海外支店、政府系金融機関、外国銀

行の在日支店は預金保険制度の対象外です。 

農協、漁協、水産加工協等の系統金融機関は、別途、

農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。 

（詳しくは、農水産業協同組合貯金保険機構 

【 03（3285）1272、ホームページhttp://www.sic.or.jp】 

までお問い合わせください。） 

※ 

 

＊ 

四国財務局  
０８７ー８３１ー２１３１ 

四国財務局からお知らせ 

当座預金・利息のつか

ない普通預金等 

利息のつく普通預金・

定期預金・定期積金・

元本補てんのある金銭

信託（ビッグなど）等 
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防
接
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予
防
接
種
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変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
変
わ
り
ま
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・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
直
接
接
種 

・
生
後
６
月
ま
で
に
接
種 

　
結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
に
よ
る
不
必
要

な
予
防
内
服
等
の
弊
害
を
回
避
す

る
等
の
理
由
か
ら
、
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
を
行
わ
ず
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
乳
幼
児
期
の
重
症
結
核

等
を
予
防
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

接
種
時
期
が
生
後
直
後
か
ら
生
後

6
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
と
な

り
ま
す
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平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
で
生

後
６
月
以
上
の
方
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の

予
防
接
種
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

任
意
接
種
（
自
己
負
担
あ
り
）
と

な
り
ま
す
。
早
め
の
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。 
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ほ
け
ん
課
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９
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３
８
１
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い
の
町
大
国
町
１
番
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堀
尾
玉
子
様
か
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故
堀
尾
佼
市
様
香
典
返
し
と
し

て
地
域
福
祉
基
金
へ
多
額
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

　
（社）
伊
野
法
人
会
伊
野
支
部
様
（
明

神
勲
生
会
長
）
か
ら
、
伊
野
地
区

の
保
育
園
７
園
及
び
幼
稚
園
２
園

に
そ
れ
ぞ
れ
絵
本
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

　
あ
り
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ざ
い
ま
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も
っ
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厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
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福
祉
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の
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３
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９
０
ー
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横
田
和
子
様
か
ら 

　
故
土
居
春
子
様
香
典
返
し
と
し

て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
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。
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
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仁
淀
清
流
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木曜日 金曜日 土曜日 

17 18 19

2624 25

3 5

10

※の受付時間は、予定表下をご覧ください。 

◆献血（３/２）…伊野町農協枝川支所（受付９：３０～１０：４５） 
　　　　　　　　高知ニュードライバー学院（受付１１：３０～１３：００） 
　　　　　　　　いの町紙の博物館（受付１５：００～１６：３０） 

すこやかＣ……すこやかセンター伊野 
天王Ｃ…………天王コミュニティーセンター 
枝川Ｃ…………枝川コミュニティセンター 
八田Ｃ…………八田コミュニティセンター 
 

Ｂ
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予
防
接
種
が

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が 

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が 

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す 

4

11

◇健康相談 
　幸町集会所 
　谷老人里の家 
　内野老人憩の家※ 
○乳児･１歳６か月 
　吾北中央公民館 

◇健康相談 
　音竹老人憩の家 
　大内農村婦人の家 
　十田集会所（１３：３０～）吾北地区 

○4か月（H１６．９．１７～H１６．１１．２４生） 
　すこやかＣ 
◇健康相談 
　駅東公民館 

◇健康相談 
　中追東農業共同館※ 
　川口屯所（９：３０～）吾北地区 
　成川集会所（１１：３０～）吾北地区 
　西川集会所（１３：３０～）吾北地区 

◇健康相談 
　天神集会所 

◇健康相談 
　駅南町老人里の家 
　成山七色の里 
　小申田集会所（１３：３０～）吾北地区 

○３歳（Ｈ１３．８．１４～Ｈ１３．１０．１０生） 
　すこやかＣ 
◇健康相談 
　加茂公民館 
　天王Ｃ、奈呂集会所 

12

お
礼 

広報いの　2月号 ● 6

　　　  ご了承ください。） 



２月・３月の保健行事予定表 
（２月１日～12日の予定は、広報いの1月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますので 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 

13 14 15 16

20 21

27 28

22 23

2

6 8 9

□育児相談（受付９：３０～１０：３０） 
◇健康相談（受付１０：００～１２：００） 
   　　　　　※２/１７内野老人憩の家　（受付９：３０～１２：００） 
   　　　　　※２/２５中追東農業共同館（受付１０：００～１０：３０） 

注)本川地区の健康相談の日程は、回覧でお知らせしています。 
○乳児・１歳６か月…乳児・１歳６か月児健診 
　　　　　　　　　　　（受付１２：３０～１３：００） 
○４か月…４か月児健診（受付１３：００～１３：３０） 
○３歳…３歳児健診（受付１３：００～１３：３０） 

ほのぼのひろば （枝川保育園）・ 各保育園園庭開放 のお知らせ お気軽に保育園へ遊びにお越しくださ 
い。お電話での育児相談も行っています。 

枝川保育園 
ほのぼのひろば 
（�892－2254） 

園　庭　開　放 

天神保育園 
ちびっこひろば 
（�893－2417） 

伊野保育園 
のびのびひろば 
（�892－0303） 

あいの保育園 
どろんこクラブ 
（�891－6400） 

※開催日等詳しくは通信 
“おひさま”をご覧ください 

14日（月）お雛様づくり 
21日（月）スキンシップあそび 

第1・3火曜日 
午前中 

毎週木曜日 
午前中 

毎週土曜日 
9：30～10：30

7

◇健康相談 
　藤ヶ瀬集会所 
　伊野公民館（元町） 

□育児相談 
　すこやかＣ 
◇健康相談 
　下八川公民館（１０：００～）吾北地区 
　程野集会所（１３：３０～）吾北地区 
　加田老人憩の家 

◇健康相談 
　北内集会所 
☆大腸がん検診 
　清水・上八川地区 

◇健康相談 
　勝賀瀬公民館 
 

◇健康相談 
　松ノ木集会所（１３：３０～）吾北地区 
 

◇健康相談 
　伊野公民館（菊楽） 
 

☆大腸がん検診 
　小川・下八川地区 

◇健康相談      
　吾北総合支所（９：３０～１１：３０） 

□育児相談 
　枝川Ｃ 
◆献血 

◇健康相談 
　八代地区多目的構造改善センター 
　伊野町商工会館 
 

◇健康相談 
　八田Ｃ 

□育児相談 
　天王Ｃ 
◇健康相談 
　出来地小学校         
　木ノ瀬集会所（９：３０～）吾北地区 
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敬
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を
迎
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て
〜 

 

日
　
時
　
３
月
３
日
（
木
）
　
　

　
　
　
　
10
時
〜
12
時 

場
　
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ 

　
　
　
　
集
会
室 

定
　
員
　
30
名 

託
　
児
　
座
談
会
の
間
、
子
ど
も

　
　
　
　
さ
ん
を
ぐ
り
ぐ
ら
ひ
ろ

　
　
　
　
ば
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
20
名
） 

受
　
付
　
２
月
14
日
（
月
）〜 

　
　
　
　（
座
談
会
、
託
児
と
も
）

※
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
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ま
す
。 
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澤
田
敬
先
生
は
、
児
童
相
談
所

の
医
務
主
任
と
し
て
、
親
と
子
ど

も
を
見
つ
め
支
援
を
続
け
て
い
る

先
生
で
す
。 

　
聞
い
て
み
た
い
こ
と
な
ど
、ひ
ろ

ば
の
意
見
箱
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
方

も
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。 

ホ
ッ
と
マ
マ
講
座 
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広報いの　2月号 ● 7



広報いの　2月号 ● 8

男女共同参画コーナー 

「専業主夫」  

MEMO

人権擁護委員無料相談のご案内（10時～15時） 

人 権 擁 護 委 員 の 連 絡 先 

法 務 局 相 談 窓 口・問 い 合 わ せ 先 
（祝休日を除く月曜日から金曜日まで　受付8:30～17:00） 

地 区  
伊 野  

今月の相談日 
２月16日（水） 

開　催　場　所 
伊　　野　　公　　民　　館  

氏　　名 
杉　本　寛　子 
尾　 　千　秋 
西　川　田鶴子 
楠　瀬　博　邦 
宮　内　信　子 
高　瀬　科　子 
筒　井　鷹　雄 
曽　我　定　子 
岡　林　瑞　子 
伊　東　尚　毅 

電話番号 
8 9 2 - 2 5 1 3  
8 9 2 - 1 6 6 0  
8 9 1 - 5 4 4 3  
8 9 3 - 1 7 6 9  
8 9 2 - 0 6 1 7  
8 9 2 - 3 6 3 5  
8 6 7 - 2 5 5 1  
8 6 7 - 3 2 2 4  
8 6 9 - 2 5 0 0  
8 6 9 - 2 2 6 7

8 9 3 - 0 3 4 3高知地方法務局いの支局（いの町１２９０－４） 

 いの町６４６６－５ 
 　〃　神谷８７１ 
 　〃　天王南３丁目９－１ 
 　〃　枝川２８１９ 
 　〃　新町２９－２ 
 　〃　波川６１０－３ 
 　〃　清水上分１９４ 
 　〃　下八川丙６４４－１ 
 　〃　大森９１－１４ 
 　〃　長沢２０ 

住　　　　所 

優
秀
賞
受
賞

優
秀
賞
受
賞 

 

優
秀
賞
受
賞 

 高
知
ア
イ
ス 

　
12
月
５
日（
土
）イ
オ
ン
高
知
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
平
成
16
年
度

「
土
佐
の
い
い
物
お
い
し
い
物
発

見
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、

高
知
ア
イ
ス
（
下
八
川

乙
）
の

「
炊
き

た
て
お

米
ア
イ

ス
」
と

「
徳
谷

ト
マ
ト

の
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
」

が
優
秀
賞

に
選
ば
れ

表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

「
炊
き
た

て
お
米
ア

イ
ス
」
は

吾
北
地
区
の
あ
い
が
も
自
然
農
法

で
農
薬
を
使
わ
ず
に
育
て
た
お
米

を
使
用
し
て
お
り
、
食
品
の
安
全

性
や
完
成
度
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
商
品
は
、
表
彰
式
当

日
も
含
め
す
で
に
県
内
７
カ
所
で

展
示
即
売
さ
れ
て
お
り
、県
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
を
利
用
し
て

首
都
圏
へ
も
「
土
佐
の
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。 

一
般
国
道
439
号 

　
　
　
　
小
川
工
区
開
通 

 

　
昨
年
の
12
月
18
日
、
国
道
439
号

小
川
工
区
（
旧
吾
北
村
）
の
開
通

式
典
が
、
高
知
県
土
木
部
長
を
は

じ
め
、
い
の
土
木
事
務
所
長
・
町

議
会
議
長
・
池
川
町
長
・
同
議
会

議
長
・
地
区
の
方
な
ど
関
係
者
出

席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、記
念
植
樹
・
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
く
す

玉
割
り
・
通
り
初
め
、
餅
投
げ
と

順
次
行
わ
れ
、
多
数
の
参
加
者
の

皆
様
と
一
緒
に
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。 

  

開
通
し
た
小
川
工
区
（
旧
吾
北
村

新
別
下
〜
小
倉
）
は
、
平
成
２
年

度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
平
成
14

年
10
月
に
1.6 
km
を
供
用
開
始
し
、残

り
0.8 
km
を
同
日
供
用
開
始
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
面
開
通
に
至
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
開
通
に
よ
り
、
道
路
幅
が

狭
い
上
に
急
カ
ー
ブ
が
連
続
す
る

事
故
危
険
箇
所
が
解
消
し
、
交
通

安
全
は
も
と

よ
り
住
民
の

皆
様
の
利
便

性
向
上
や
経

済
活
動
へ
の

波
及
効
果
が

期
待
で
き
ま

す
。 

平
成
16
年
度 

「
土
佐
の
い
い
物 

　
　
　
お
い
し
い
物 

　
発
見
コ
ン
ク
ー
ル
」 

平
成
16
年
度 

「
土
佐
の
い
い
物 

　
　
　
お
い
し
い
物 

　
発
見
コ
ン
ク
ー
ル
」 

　厚生労働省の集計によると、
専業主夫を示す国民年金の「第
３号被保険者」（厚生年金や共
済組合等の加入者に扶養されて
いる配偶者で２０歳以上６０歳未
満の人）の男性が２００３年度に
８万人を突破し、１９９６年の２
倍になっています。 
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国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
だ
よ
り 
国
民
年
金
だ
よ
り 

 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。 

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
民
間
の
生
命
保
険
や
個
人
年
金
と
違
い
全

額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
平
成
16

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
納
め
た
保
険
料
で
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん

家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保
険
料
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
過
去
の
未
納
期
間
や
免
除
期
間
に
つ
い
て
納
め
た
保
険
料

も
、
平
成
16
年
中
に
納
め
た
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申

告
の
際
に
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
※
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
確
定
申
告
の
際
に
は
、
領
収
書
の
添
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

納
め
た
保
険
料
額
を
確
認
す
る
た
め
に
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
の
紛
失
等
で
金
額
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
２
月
中
に
は
社
会
保
険
庁
か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

額
の
お
知
ら
せ
」
（
平
成
16
年
中
の
納
付
額
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

 

　
●
国
民
年
金
の
保
険
料
額 

　
　
　
　
　
１
ヶ
月
分
　
　
　
１
３
，３
０
０
円 

　
　
　
　
　
１
年
分
　
　
　
１
５
９
，６
０
０
円 

　
　
　
　
　
半
年
前
納
分
　
　
７
９
，１
５
０
円 

　
　
　
　
　
１
年
前
納
分
　
１
５
６
，７
７
０
円 

  

　
◎
　
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
期
限
内
に

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
◎
　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
『
口
座
振
替
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
高
知
西
社
会
保
険
事
務
所（

８
７
５
―
１
７
１
７
） 

　
第
９
回
新
宇
治
川
放
水
路
地
下

水
監
視
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
22
日（
火
） 18

時
30
分
〜 

場
所
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野 

大
会
議
室 

議
題
　 

１
．
新
宇
治
川
放
水
路
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て 

２
．
前
回
の
審
議
概
要
に
つ
い
て 

３
．
調
査
結
果
等
の
報
告 

前
回
の
指
摘
・
課
題
事
項

に
つ
い
て 

地
下
水
デ
ー
タ
の
経
過
報

告
に
つ
い
て 

今
後
の
工
事
に
つ
い
て 

４
．
そ
の
他 

※
　
一
般
住
民
の
方
々
も
、
ご
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
現
在
ま
で
の
調
査
結

果
、
内
容
報
告
等
に
つ
い
て
の

資
料
は
、
技
術
監
理
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
技
術
監
理
課 ８

９
３
―
１
１
１
４ 

第
９
回 

新
宇
治
川
放
水
路 

　
地
下
水
監
視
委
員
会
の 

　
　
　
　
開
催
に
つ
い
て 

 

入札結果のお知らせ（Ｈ１６．１０～１２） 
入札日 

10月14日 

10月19日 

10月28日 

10月28日 

10月28日 

10月28日 

11月８日 

11月８日 

11月11日 

11月11日 

11月11日 

12月27日 

 

落札金額（円） 工　　　事　　　名 

20,265,000 

93,240,000 

45,097,500 

12,600,000 

15,477,000 

13,251,000 

27,510,000 

23,446,500 

18,375,000 

29,925,000 

12,495,000 

13,104,000

落札業者  

株式会社田邊工務店 
 
横河電機株式会社 
関西支社 

大久保建設有限会社 
 
大泉建設株式会社 
 
有限会社松尾建設 
 
国友商事・東亜道路
工業建設共同企業体 

筒井建設株式会社 
 
有限会社岡林土建

 
 

株式会社村上製作所
 

 
富士電機システムズ
株式会社四国支社

 
有限会社手箱建設 
 
シカタ開発株式会社 

（16総第７号） 
平成16年度加田コミュニティ消防センター新築工事（建築主体工事） 
（16環水第205号） 
平成16年度いの町水道施設中央監視装置設置工事 
（吾建第１号） 
林道山口線（台風６号（6.20～6.21）１号箇所）（16年発生）災害復旧工事 
（吾建第４号） 
農村振興総合整備統合事業川原田２号用排水路工事 
（吾建第５号） 
農村振興総合整備統合事業柿奈路２号用排水路工事 
（吾建第６号） 
林道土居柳野線舗装工事 
（吾建第12号） 
平成16年度基盤整備促進事業農道柳野線整備工事 
（吾建第13号） 
平成16年度基盤整備促進事業農道野口山線整備工事 
（16上水都第１号） 
平成16年度枝川第１都市下水路ゲート設置（その２）工事 
（16上水都第２号） 
平成16年度枝川第１都市下水路電気設備設置工事 
（16-003-001） 
平成16年度電源立地地域対策交付金事業　林道立橋線舗装工事 
（吾建第14号） 
平成16年度町道十田線地方特定道路整備工事（特定第16－2号） 



枝川コミュニティセンター
（ 大 集 会 室 ） 
神 谷 保 木 集 会 所  
勝 賀 瀬 公 民 館  
天王コミュニティーセンター 
（ 会 議 室 １ ） 
川 内 集 会 所  
（ 川 内出張所２階 ） 
八田コミュニティセンター 

広報いの　2月号 ● 10

　
平
成
17
年
度
の
申
告
が
始
ま
り

ま
す
。 

　
こ
の
申
告
は
、
平
成
17
年
度
の

町
県
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
、
所
得
課
税
証
明
等
の
資

料
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。 

　
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

各
種
控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、
不
利

な
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

書
は
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

申
告
受
付
期
間 

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15
日（
水
） 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。） 

 

申
告
受
付
日
程
等 

　
別
表
の
日
程
で
申
告
を
受
け
付

け
し
ま
す
。
各
地
区
で
の
申
告
受

付
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
日
を
限
定
せ

ず
申
告
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
申

告
会
場
を
調
整
い
た
し
ま
し
た
。

申
告
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方
は
郵

送
で
申
告
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご

都
合
の
よ
い
日
に
本
庁
又
は
総
合

支
所
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

郵
送
申
告
に
つ
い
て 

　
収
入
の
な
い
方
、
申
告
書
の
書

き
方
に
つ
い
て
相
談
の
必
要
が
な

い
方
は
郵
送
で
の
申
告
を
お
勧
め

し
ま
す
。「
申
告
の
手
引
き
」
を
参

考
に
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
郵
送
の
際
に
は
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

①
氏
名
・
電
話
番
号
は
必
ず
記
入 

本川地区申告受付日程表 

２月１６日（水）～ 
　２月２１日（月） 

２月２２日（火） 
 
２月２３日（水） 
 
２月２４日（木） 
 
 
２月２５日（金） 
 
２月２８日（月）  
３月１日（火） 

 ９：00～12：00 
 

10：00～12：00 
13：30～16：30 
10：00～12：00 
13：30～16：30 
13：00～15：00 
15：30～17：00 
10：00～12：00 

13：00～17：00 
 

17：30～20：00

税務署から 
通知のあった人 
寺川 
越裏門 
高薮 
足谷・葛原・脇ノ山 
桑瀬 
中野川 
大森 

戸中・長沢 
 
本川地区全体 

妙見 
中峰 
高樽 
成川・花ノ木 
西川 
大野（上・下） 
川原田 
柳野本村 
柳野上 
木ノ瀬 
上八川土居 
大久保 
枝川 
連行 
小申田 
本郷 
寺野 
津賀谷 
新別下 
新別上 
西津賀才・松尾 
馬路・槇川・伊守南 
川窪 
程野 
日比原 
致川 
高岩・広瀬 
横野 
柿奈呂 
打木 
川又 
奥大野 
仏堂 
松ノ木 
清水土居・伊守北・敷槙 
古江 
柿藪 
漉地 
下八川土居 
長引 
十田 
大野内 
南越 

 
２月１６日（水） 
 
 
２月１７日（木） 
 
 
２月21日（月） 
 
 
２月２２日（火） 
 
 
２月２３日（水） 
 
 
２月２４日（木） 
 
 
２月２５日（金） 
 
 

２月２８日（月）
 

 
 
 
 
３月１日（火） 
 
 

３月２日（水） 
 
 

３月３日（木） 
 
 

３月４日（金） 
 
 

３月７日（月） 

税
務
課
だ
よ
り 

 

平
成
17
年
度
町
県
民
税 

   

・
国
民
健
康
保
険
税 

     

申
告
受
付
に
つ
い
て 

 

本 川 総 合 支 所  
（ １ 階 応 接 室 ）  
寺 川 老 人 憩 い の 家  
越 裏 門 公 民 館  
上 高 藪 集 会 所  
脇 ノ 山 公 民 館  
出 合 研 修 館  
中 野 川 集 会 所  
大 森 集 会 所  
本 川 総 合 支 所  
（ １ 階 応 接 室 ）  
本 川 総 合 支 所  
（ ２ 階 会 議 室 ）  

妙 見 集 会 所  
 
高 樽 集 会 所  
成 川 公 会 堂  
西 川 集 会 所  
大 野 集 会 所  
 
柳 野 公 民 館  
 

吾 北 総 合 支 所  
（ ２ 階 会 議 室 ）

 
 
枝 川 集 会 所  
連 行 公 会 堂  
小 申 田 集 会 所  
本 郷 集 会 所  
寺 野 集 会 所  
津 賀 谷 集 会 所  
 
小 川 公 民 館  
 
槙 川 集 会 所  
川 窪 集 会 所  
程 野 公 会 堂  
清 水 公 民 館  
致 川 集 会 所  
商工会（2階会議室） 
横 野 公 会 堂  
柿 奈 呂 公 会 堂  
打 木 公 会 堂  
東 谷 公 民 館  
奥 大 野 公 会 堂  
仏 堂 公 会 堂  
松 ノ 木 公 会 堂  
清 水 土 居 集 会 所  
古 江 集 会 所  
柿 藪 集 会 所  

下 八 川 公 民 館
 

 
長 引 集 会 所  
十 田 公 会 堂  
大 野 内 集 会 所  
南 越 集 会 所  

伊野地区申告受付日程表 

２月１８日（金） 
 
２月２２日（火） 
 
２月２３日（水） 
 
２月２４日（木） 

２月２５日（金） 

９：００～１６：００ 
 

９：００～１１：００ 
１３：００～１５：００ 
９：３０～１１：３０ 
１３：００～１５：００ 
９：３０～１１：３０ 
１３：００～１５：００ 
１３：００～１５：００ 

実　施　日 
 

申告受付場所 申告受付時間 
 

受　付　地　区 

実　施　日 
 

申告受付場所 申告受付時間 
 

受　付　地　区 

実　施　日 
 

申告受付場所 申告受付時間 
 

受　付　地　区 

枝川全地区 
 
神谷、鹿敷、小野、成山、加田 
三瀬、中追 
天王南１丁目～６丁目、池ノ内 
天王南７丁目～９丁目、天王北１丁目～４丁目 
大内、鎌田 
波川 
八田 

吾北地区申告受付日程表 

２月１６日から３月１５日までの上記日程以外の日（土・日曜日は除く）は本庁税務課及び吾北総合 
支所住民課・本川総合支所住民課で申告を受け付けます。 

吾北地区で指定場所以外での受付を希望される方は、事前に吾北総合支所にご連絡ください。 

9：00～ 9：30 
9：30～10：00 
10：30～11：00 
9：00～ 9：20 
9：50～10：20 
10：50～11：40 
9：00～ 9：30 
9：30～11：10 
11：10～12：00 
9：00～10：30 
10：30～11：30 
13：00～14：00 
9：00～ 9：40 
13：30～14：00 
14：30～15：00 
9：00～ 9：50 
10：30～11：30 
13：30～14：30 
9：00～10：20 
10：20～11：10 
11：10～12：00 
9：00～ 9：50 
10：10～11：20 
13：30～14：30 
14：30～15：30 
9：00～ 9：20 
10：30～11：30 
13：10～13：40 
14：00～14：20 
14：30～15：10 
9：00～ 9：50 
10：50～11：40 
13：30～14：30 
9：30～10：00 
10：40～11：30 
13：30～14：30 
15：00～16：00 
9：00～10：30 
10：30～11：30 
13：30～14：30 
15：20～15：40 
9：00～10：30 
13：30～14：00
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○
確
定
申
告
は
正
し
く
！ 

　
自
分
で
書
い
て
！
郵
送
で
！ 

　
平
成
16
年
分
の
所
得
税
及
び
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
は
３
月
15
日

（
火
）ま
で
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
は
３
月
31
日（
木
）ま
で
で
す
。 

　
昨
年
１
年
間
の
所
得
と
税
額
を

ご
自
分
で
正
し
く
計
算
し
、
お
早

め
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

　
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
・

収
支
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に

つ
い
て
、
ご
自
分
で
作
成
し
、
で

き
る
だ
け
郵
送
で
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を

さ
れ
ま
す
と
本
税
の
ほ
か
に
加
算

税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
は
便
利

な
振
替
納
税
制
度
を
、
還
付
金
の

受
け
取
り
は
預
貯
金
口
座
へ
の
振

込
み
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

　
申
告
や
納
税
に
つ
い
て
、
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
税
務
署
（
伊
野
税
務
署 

〒

７
８
１
―
２
１
０
３ 

い
の
町
幸

町
５
番
地

８
９
３
―
１
１
２
１
）

又
は
税
務
相
談
室
（
高
知
分
室

８
２
２
―
２
０
９
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
税
務
署
で
は
、
次
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
利
用
で
き
る
時
間
は
昼
休
み
を

除
く
９
時
か
ら
17
時
ま
で
の
間
で

す
。（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。） 

◆
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー 

　
確
定
申
告
書
の
作
成
・
記
載
方

法
に
つ
い
て
、
集
合
方
式
で
ア
ド

バ
イ
ス
し
、
ご
自
分
で
申
告
書
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
申
告
書
作
成
済
み
の
方

で
、
ご
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
提

出
さ
れ
る
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
、

職
員
が
簡
単
な
検
算
を
行
い
ま
す
。 

◆
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー 

　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
で
、
所
得

税
や
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
が
自

動
的
に
作
成
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
を
タ
ッ

チ
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に
所
得
税

や
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
申
告
書
作
成
済
の
方
の

検
算
に
も
利
用
で
き
ま
す
。 

◆
そ
の
他 

　
電
話
で
の
相
談
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
自
動
的
に
音
声
や
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
答
え
す
る
「
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
（
高
知
県
域

８
２
５
―

２
２
９
９
）」
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（http: 

//w
w
w
.tax
an
ser.n

ta.g
o.jp

）

か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

税
務
署
か
ら

税
務
署
か
ら 

　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
お
知
ら
せ 

　
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
給
与
収
入
、
年
金
収
入
の
あ
る

方
は
必
ず
源
泉
徴
収
票
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。 

③
各
種
控
除
を
受
け
る
方
は
領
収

書
や
証
明
書
を
必
ず
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人 

　
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
い

の
町
に
在
住
し
、次
に
該
当
す
る
人 

①
農
業
・
営
業
等
の
所
得
者
で
平

成
16
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
。 

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
支
払

者
が
「
給
与
支
払
報
告
」
を
い

の
町
長
に
提
出
し
て
い
な
い
人
。 

③
給
与
所
得
の
他
に
地
代
・
家
賃
・

配
当
・
原
稿
料
等
の
所
得
の
あ
っ

た
人
。 

④
雑
損
所
得
・
医
療
費
控
除
・
生

命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険
料

控
除
・
社
会
保
険
料
控
除
・
寄

付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
。 

⑤
公
的
年
金
等
に
か
か
る
所
得
以

外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
人
で
、

前
記
④
の
控
除
及
び
小
規
模
企

業
共
済
等
掛
金
控
除
・
寡
婦
（
寡

夫
）
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
・

同
居
老
親
な
ど
の
扶
養
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
。 

⑥
所
得
課
税
証
明
の
必
要
な
人
。（
老

人
医
療
・
健
康
保
険
・
児
童
扶

養
手
当
・
福
祉
年
金
の
関
係
で
、

証
明
が
必
要
な
人
は
申
告
し
て

お
か
な
い
と
証
明
で
き
ま
せ
ん
。） 

⑦
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
及
び

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
（
収
入
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。） 

 

次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
の 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
。 

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
支
払

者
が
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
、

い
の
町
長
に
提
出
し
て
い
る
人
。 

③
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
。 

 

申
告
に
必
要
な
も
の 

①
印
鑑 

②
所
得
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
書
類
・

帳
簿
・
領
収
書
・
源
泉
徴
収
票 

③
国
民
年
金
・
小
規
模
企
業
共
済

等
掛
金
・
生
命
保
険
・
損
害
保
険
・

医
療
費
等
の
領
収
書
ま
た
は
証

明
書 

 

注
意 

①
領
収
書
・
証
明
書
の
提
出
が
な

い
場
合
は
、
各
種
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

②
申
告
は
、
個
人
単
位
で
す
の
で
、

同
一
世
帯
内
に
２
人
以
上
の
申

告
義
務
者
が
い
る
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先 

税
務
課 

８
９
３
―
１
１
１
８ 

 

吾
北
総
合
支
所
住
民
課 

８
６
７
―
２
３
０
０ 

本
川
総
合
支
所
住
民
課 

８
６
９
―
２
１
１
２ 
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〈
紙
の
博
物
館
〉 

8
9
3
ー
0
8
8
6 

○
お
部
屋
を
彩
る 

　
　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
展 

　
野
市
町
の
山
本
智
恵
さ
ん
、
山

本
理
恵
さ
ん
に
よ
る
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
（
水
や
り
不
用
の
枯
れ
な
い

不
思
議
な
生
花
）
を
使
っ
た
ポ
ッ

ト
ア
レ
ン
ジ
や
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
レ

ン
ジ
、
ボ
ト
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
を
展
示
。 

１
月
19
日（
水
）〜
２
月
13
日（
日
） 

 

○
第
20
回
書
き
初
め
作
品
展 

　
小
・
中
学
生
に
よ
る
新
春
書
き

初
め
大
会
で
の
参
加
作
品
を
一
堂

に
展
示
。 

１
月
30
日（
日
）〜
２
月
13
日（
日
） 

 

○
第
３
回
竹
内
芳
雄
遊
採
展 

　
高
知
市
の
水
墨
画
家
竹
内
さ
ん

に
よ
る
遊
採
展
を
開
催
し
ま
す
。

水
墨
画
や
俳
画
、
ス
ケ
ッ
チ
画
な

ど
40
点
余
を
展
示
。 

２
月
２
日（
水
）〜
２
月
13
日（
日
） 

○
第
11
回
し
ゅ
ん
こ
う 

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展 

　
四
季
の
風
景
・
草
花
な
ど
ち
ぎ 

り
絵
作
品
100
点
余
を
展
示
。 

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
６
日（
日
） 

 

○
筆
の
友
会
員
公
募
展 

　
筆
の
友
会
員
に
よ
る
公
募
作
品 

を
一
堂
に
展
示
。 

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
６
日（
日
） 

 

○
第
６
回
高
知
国
際
版
画 

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
展 

　
国
内
の
有
名
作
家
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
作
品
を
は
じ
め
、
世
界
73

ヵ
国
、
３
，５
５
８
点
に
及
ぶ
応

募
が
あ
り
、
厳
選
を
重
ね
た
審
査

の
結
果
選
ば
れ
た
入
賞
・
入
選
作

品
203
点
を
一
堂
に
展
示
。 

３
月
12
日（
土
）〜
４
月
17
日（
日
） 

 

〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
コ
パ
〉 

8
9
3
ー
1
2
0
0 

○
「
子
ど
も
時
間
の
本
た
ち
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
画
展 

　
春
野
町
の
入
江
久
理
さ
ん
、
赤

岡
町
の
中
西
奈
穂
子
さ
ん
に
よ
る

原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
高
知
新

聞
紙
上
で
、
平
成
16
年
１
月
〜
12

月
ま
で
連
載
さ
れ
た
児
童
書
エ
ッ

セ
イ
の
原
画
50
点
を
展
示
。 

１
月
27
日（
木
）〜
２
月
20
日（
日
） 

 

○
グ
ル
ー
プ
Ｇ 

　
　
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
展
と 

立
体
押
花
展 

　
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
バ
ッ
ク
や

イ
ン
テ
リ
ア
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

又
、
額
入
り
立
体
押
花
や
七
宝
焼

な
ど
、
ど
れ
も
丹
念
に
手
作
り
し

た
作
品
ば
か
り
500
点
余
を
展
示

販
売
。 

３
月
２
日（
水
）〜
３
月
６
日（
日
） 

月 
3

2

月 
の 
催 
し 
物 

　
公
の
施
設
（
地
方
公
共
団
体
が

設
置
す
る
施
設
の
う
ち
、
住
民
の

福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
、

そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
る
施
設
）
の
管
理
に
つ
い
て
、

従
来
は
、「
公
共
団
体
、
公
共
的

団
体
等
へ
の
管
理
運
営
の
委
託
」

と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
広
く
民
間
事

業
所
等
も
管
理
の
代
行
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
た
だ
し
、

個
人
は
不
可
。
） 

　
い
の
町
で
は
、
平
成
16
年
12
月

議
会
に
お
い
て
「
い
の
町
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
が
議
決

さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
新
規
に
設
置
さ
れ
る
公
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
こ
の
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

既
に
管
理
委
託
を
行
っ
て
い
る
公

の
施
設
に
つ
い
て
も
、
平
成
18
年

９
月
１
日
ま
で
は
、
引
き
続
き
管

理
委
託
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
指
定

管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
に
な
ろ
う
と
す

る
団
体
を
広
く
公
募
し
、
団
体
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
そ
の
内
容
等

を
審
査
の
う
え
、
候
補
者
を
選
定

し
、議
会
の
議
決
を
受
け
た
後
、指

定
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
現
在
、
左
記
の
施
設
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

１
．
所
在
地 

　
　
小
川
東
津
賀
才
53
番
地
１ 

２
．
施
設
の
名
称 

　
　
吾
北
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 

　
（
温
泉
ご
ほ
く
の
湯（
仮
称
）） 

３
．
受
付
期
限 

　
　
平
成
17
年
２
月
16
日
ま
で 

　
な
お
、
詳
細
は
、
い
の
町
の
掲

示
場
又
は
い
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
い
の
町

役
場
吾
北
総
合
支
所
　
地
域
振
興

課
（

８
６
７
―
２
３
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て 

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て 
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ご
確
認
く
だ
さ
い 

―
職
場
を
支
え
る
あ
の
人
の
　 

　
最
低
賃
金
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
― 

 

　
高
知
県
に
お
け
る
最
低
賃
金
は
、

平
成
16
年
度
の
最
低
賃
金
改
定
審

議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
、
高
知

県
最
低
賃
金
が
据
置
き
と
な
り
、

電
子
応
用
装
置
、
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
製
造
業
最
低
賃
金
は
時
間

額
が
２
円
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

◇
高
知
県
最
低
賃
金 

　（
平
成
14
年
10
月
１
日
） 

　
時
間
額
　
　
　
６
１
１
円 

◇
電
子
応
用
装
置
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
製
造
業 

　（
平
成
16
年
12
月
30
日
） 

　
時
間
額
　
　
　
７
０
４
円 

◇
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業 

　（
平
成
10
年
12
月
30
日
） 

　
〔
大
型
貨
物
自
動
車
運
転
業
務

従
事
者
〕 

　
日
　
額
　
７
，
２
８
０
円 

　
時
間
額
　
　
　
９
１
０
円 

 

　
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
高
知
労

働
局
賃
金
室
（

８
８
５
―
６
０

２
４
）
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ 

 

流
水
俳
壇

 

松
尾  

満
津
於  

選 

「
当
季
雑
詠
」 

 

北
川
　
一
深 

ウ
ォ
ー
ク
の
追
い
抜
く
若
さ
冬
の
汗 

（
評
）
ウ
ォ
ー
ク
は
歩
く
こ
と
を

主
眼
と
し
た
行
事
で
あ
る
。
こ
の

句
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
競
歩
を

目
的
と
し
た
大
会
で
あ
ろ
う
。
歩

く
こ
と
な
ら
ま
だ
ま
だ
若
い
者
に

は
敗
け
て
い
ら
れ
な
い
と
、
張
り

切
っ
て
出
発
は
し
た
も
の
の
や
は

り
歳
は
年
、
無
造
作
に
追
い
抜
い

て
ゆ
く
若
い
体
力
、
そ
の
ど
う
に

も
な
ら
な
い
ハ
ン
デ
ィ
に
対
す
る
、

仄
か
な
羨
望
を
「
追
い
抜
く
若
さ
」

と
表
現
し
て
い
る
。
威
勢
よ
く
ダ
ッ

シ
ュ
し
て
、
や
が
て
へ
ば
っ
て
し

ま
う
の
が
往
年
の
強
者
、
そ
れ
を

ゆ
っ
く
り
追
い
抜
い
て
い
く
若
さ
、

年
長
は
最
初
に
勝
負
し
、
若
者
は

最
後
に
勝
負
す
る
。
と
も
か
く
完

歩
す
る
事
が
で
き
た
満
足
感
の
中

の
冬
の
汗
で
あ
る
。 

竹
崎
　
光
子 

朝
め
し
の
済
ん
で
農
夫
の
頬
か
む
り 

（
評
）「
頬
か
む
り
」
と
い
う
些

細
な
所
作
に
作
者
の
感
情
の
溢
れ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
句
。
頬
被
り

は
寒
い
日
に
顔
を
温
め
る
の
に
手

拭
な
ど
を
用
い
て
す
る
顔
の
防
寒

で
あ
る
。
む
か
し
か
ら
山
間
の
農

民
は
朝
役
と
い
っ
て
、
ひ
と
仕
事

を
済
ま
し
た
後
朝
飯
を
と
る
習
慣

が
あ
り
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
日

常
で
あ
っ
た
。
こ
の
句
の
「
朝
め

し
の
済
ん
で
」
は
そ
ん
な
勤
勉
さ

が
前
提
と
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
、

そ
の
日
予
定
さ
れ
て
い
る
農
作
業

に
向
う
山
間
農
民
の
心
構
え
、
姿

勢
が
見
え
て
お
り
、
さ
ら
り
と
し

た
表
現
で
あ
る
が
懐
旧
の
お
も
い

を
彷
彿
さ
せ
る
、
何
と
も
言
え
な

い
温
さ
を
宿
し
た
句
で
あ
る
。 

片
岡
　
包
女 

芋
掘
る
も
俄
百
姓
靴
履
き
て 

（
評
）「
俄
百
姓
」
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
土
・
日
曜
農
業
で
あ
ろ
う
、

農
民
の
姿
が
様
に
な
っ
て
い
な
い

状
態
が
「
靴
履
き
て
」
に
凝
縮
さ

れ
て
い
る
。
昨
今
は
こ
ん
な
農
民

が
多
く
台
頭
し
、
専
業
農
民
の
数

よ
り
医
師
の
数
が
は
る
か
に
多
い

と
い
う
統
計
数
字
が
あ
る
。
豊
葦

原
の
瑞
穂
の
国
と
誇
っ
た
日
本
で

は
あ
る
が
、
こ
の
句
の
よ
う
な
農

民
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
時

代
。
世
の
す
う
勢
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
句
で
あ
る
。 

伊
藤
　
た
み 

身
に
合
い
し
年
月
か
と
も
落
葉
踏
む 

（
評
）
気
を
張
ら
ぬ
言
葉
で
は
あ

る
が
、
自
分
の
志
向
が
そ
こ
は
か

と
な
く
出
て
い
て
、
作
者
の
息
遣

い
の
よ
う
な
も
の
を
感
ず
る
句
で

あ
る
。
や
や
年
た
け
た
身
を
自
然

の
中
に
と
っ
ぷ
り
と
浸
し
て
生
ま

れ
た
感
傷
の
句
で
あ
る
。
万
象
の

い
ず
れ
と
較
べ
て
も
こ
の
落
葉
ほ

ど
的
確
な
季
感
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
か
と
も
」
に
思
い
が
こ
め
ら
れ

て
お
り
、
一
呼
吸
置
い
た
表
現
が

作
者
の
平
穏
な
生
活
を
感
じ
さ
せ
、

上
五
に
据
え
た
「
身
に
合
い
し
」

の
心
情
に
は
限
り
な
く
親
し
み
を

お
ぼ
え
る
。 

川
村
千
図
子 

三
又
路
の
橋
も
紅
葉
の
景
の
う
ち 

間
　
　
浩
太 

掃
除
機
が
吸
い
込
む
一
円
年
の
暮 

友
草
　
水
月 

首
塚
の
故
事
は
語
ら
ず
草
紅
葉 

中
屋
　
桜
子 

日
向
ぼ
こ
会
話
も
も
っ
ぱ
ら 孫

自
慢 

筒
井
　
　
文 

髪
切
っ
て
う
な
じ
立
冬
の 風

を
知
る 

川
上
こ
よ
ね 

撮
っ
て
お
け
と
だ
れ
彼
に
云
は
れ

残
り
菊 

川
村
　
博
子 

胸
張
っ
て
歩
け
歩
け
と 木

の
実
降
る 

渡
辺
万
利
子 

申
年
の
不
況
不
作
や
年
の
暮 

岡
本
と
も
子 

受
け
流
す
老
の
繰
り
言
日
向
ぼ
こ 

筒
井
　
眉
躬 

山
茶
花
や
垣
根
に
覗
く
白
と
赤 

松
尾
満
津
於 

冬
う
ら
ら
朝
日
ま
ぶ
し
き 伯

耆
富
士 

次
題
「
当
季
雑
詠
」 

２
月
25
日
締
切
「
五
句
」 

 

　
広
報
い
の
一
月
号
に
校
正
ミ
ス

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
（
松
尾
） 

訂
正 

紅
草
し
て
ダ
ム
湖
と
な
り
し
地
震
の
村 

　
正
　
友
草
水
月
（
俳
名
の
み
） 

　
誤
　
友
草
寒
月 

脱
句
　
　
　
間
　
浩
太
（
追
加
） 

人
生
に
あ
と
が
き
は
無
し
末
枯
る
る  

  

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先 

　
吾
北
教
育
事
務
所 

　
　
い
の
町
上
八
川
甲
2
0
1
0 

8
6
7
―
2
1
3
3

ぬ
く 

さ
る
ど
し 

ほ
う

き
　
ふ
　
じ 



祝・成人の日  祝・成人の日  祝・成人の日  

大久保　誠 

  

　
１
月
３
日
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

伊
野
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
20

歳
を
迎
え
た
305
人（
対
象
者
344
人
）

が
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
来
賓
の
祝
辞
を
受

け
、
楠
本
優
成
さ
ん
が
、「
私
た

ち
は
社
会
人
と
し
て
義
務
と
責
任

を
自
覚
し
、
個
人
個
人
が
自
己
完

成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
自
身
社
会
の
厳
し
さ
、

仕
事
へ
の
責
任
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
繁
栄
、
郷
土

の
発
展
の
た
め
、
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
新
成
人
の
主
張
と
し
て
、

大
久
保
誠
さ
ん
、
古
味
恵
さ
ん
の

２
名
が
今
後
に
向
け
て
の
前
向
き

な
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
（
発

表
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お

り
で
す
。
） 

　
そ
の
後
、
合
併
し
た
新
町
の
成

人
の
門
出
を
記
念
し
、「
吾
北
清

流
太
鼓
」
も
披
露
さ
れ
、
勇
壮
な

演
奏
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
記
念
撮
影
後
は
、新
成
人
は
、近

況
を
話
し
た
り
、
写
真
を
撮
り
あ
っ

た
り
し
て
成
人
の
日
を
迎
え
た
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

企
業
派
遣
の 

研
修
を
受
け
て 

     

　
「
一
人
の
お
客
様
の
喜
び
の
た

め
に
誠
実
を
尽
く
し
、
一
人
の
お

客
様
の
生
活
の
た
め
に
利
害
を
忘

れ
る
。
そ
の
人
間
と
し
て
の
美
し

さ
を
こ
そ
、
私
た
ち
、
サ
ニ
ー
マ
ー

ト
個
展
経
営
の
姿
と
し
ま
す
。
」 

　
こ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
毎
朝
、

朝
礼
時
に
全
員
で
斉
唱
し
、
お
客

様
に
対
し
て
、
合
掌
す
る
こ
と
か

ら
株
式
会
社
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
の
一

日
が
始
ま
り
ま
す
。
と
言
っ
て
も
、

私
は
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
の
社
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
の
町
役
場
に
勤

務
す
る
公
務
員
で
す
。 

　
私
は
、
二
週
間
の
間
だ
け
で
す

が
、
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
北
御
座
流
通

セ
ン
タ
ー
に
て
、
企
業
派
遣
の
研

修
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
研
修

中
、
毎
朝
斉
唱
し
て
い
た
の
で
知
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

言
葉
が
研
修
中
で
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
研
修
中
、
い
ろ
い
ろ
な
不
安
等

が
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修
が
始
ま
っ

て
、
何
日
か
た
つ
と
、
職
場
の
人

た
ち
の
仕
事
ぶ
り
に
、
自
分
も
引
っ

張
ら
れ
て
、
最
初
の
緊
張
も
い
つ

の
間
に
か
に
溶
け
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
職
員
さ
ん
の
、

自
分
た
ち
の
仕
事
に
か
け
る
執
念
・

気
力
は
強
く
、
そ
れ
で
い
て
、
一

人
の
お
客
様
の
為
に
利
害
を
忘
れ

る
と
い
う
姿
勢
は
、
自
分
た
ち
に

も
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

見
習
わ
ね
ば
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
最
も
心
を
打
た
れ
た

人
が
、
自
分
が
配
属
さ
れ
て
い
た

課
で
い
ろ
い
ろ
と
仕
事
等
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
有
光
さ
ん
と
い
う

方
で
す
。
有
光
さ
ん
は
50
代
と
言

う
年
齢
に
も
関
わ
ら
ず
、
常
に
現

場
に
出
て
職
務
に
あ
た
っ
て
い
る

人
で
、
研
修
中
は
ほ
と
ん
ど
有
光

さ
ん
と
一
緒
に
行
動
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
店
舗
を
回
っ
た
り
、

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
が
企
画
・
運
営
し

て
い
る
水
泳
教
室
の
手
伝
い
を
し

た
り
と
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
と
は
少
し
離
れ
た
仕

事
で
し
た
。
し
か
し
、
年
を
感
じ

さ
せ
な
い
パ
ワ
ー
で
常
に
自
分
か

ら
進
ん
で
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
お
年
で
な
ん
と
働
き
者
な
の

だ
ろ
う
か
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
毎

日
で
し
た
。
あ
る
日
、
サ
ニ
ー
マ
ー

ト
水
泳
教
室
も
終
わ
り
を
迎
え
、

生
徒
児
童
、
保
護
者
、
学
校
関
係

者
を
交
え
、
さ
さ
や
か
な
終
業
式

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
の
方
か

ら
も
役
員
の
方
が
出
席
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

急
な
用
事
の
た
め
突
然
行
け
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
知
ら
せ

が
、
式
直
前
に
入
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。
す
る
と
、
有
光
さ
ん
は
形

相
を
変
え
、
自
分
の
失
態
の
よ
う

に
思
い
詰
め
た
顔
を
し
て
会
場
に

直
行
し
ま
し
た
。
車
の
中
で
有
光

さ
ん
は
、 

「
た
と
え
回
避
で
き
な
い
よ
う
な

事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
後
か

ら
言
い
訳
し
た
と
こ
ろ
で
お
客
様

へ
の
信
頼
を
裏
切
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
事
に
は
代
わ
り
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
遅
刻
し
て
も
、

他
の
者
が
行
っ
て
も
い
い
か
ら
、

と
に
か
く
参
加
し
て
、
謝
っ
て
、

謝
っ
て
理
解
し
て
頂
く
し
か
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
失
敗
か
ら
次
に
生

か
せ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
そ
れ
を
お
客
様
に
見
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
ま
で

し
な
い
と
、
一
度
失
っ
た
信
用
と

い
う
も
の
は
、
な
か
な
か
取
り
戻

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
」 

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
に

着
く
と
有
光
さ
ん
は
、
サ
ニ
ー
マ
ー

ト
全
体
の
責
任
と
し
て
、
そ
し
て
、

そ
の
代
表
と
し
て
謝
り
続
け
て
い

ま
し
た
。
自
分
の
せ
い
で
は
な
く

と
も
、
自
分
自
身
の
こ
と
の
よ
う

に
考
え
、
反
省
し
、
謝
り
続
け
る

姿
を
見
て
い
る
と
、
自
然
と
自
分

も
後
に
つ
い
て
謝
罪
し
て
い
ま
し

た
。
有
光
さ
ん
に
は
、
そ
う
い
っ

た
カ
リ
ス
マ
性
、
そ
し
て
本
当
の

父
親
の
よ
う
な
感
じ
さ
え
持
つ
人

で
し
た
。
私
に
は
、
物
心
付
い
た

時
か
ら
父
は
お
ら
ず
、
父
親
と
い

う
も
の
を
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
も
し
、
自
分
に
父
親
が

い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
感 
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じ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
ふ
と

思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

す
ば
ら
し
い
人
に
出
会
え
た
こ
と
、

経
験
で
き
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
形
式
や
民
間
・
公
務
の
違

い
は
あ
れ
ど
誰
か
の
た
め
に
と
い

う
概
念
は
私
た
ち
公
務
員
と
変
わ

ら
な
い
し
、
同
じ
働
く
仲
間
が
こ

ん
な
に
も
頑
張
っ
て
い
る
。
も
し

か
し
た
ら
、
私
た
ち
以
上
に
地
域

の
人
た
ち
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

と
思
う
と
自
分
も
頑
張
ら
な
く
て

は
、
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
同
じ
仲

間
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
研
修
等

に
よ
っ
て
、
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
、

悪
い
と
こ
ろ
を
見
直
し
た
り
で
き

る
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
が

続
け
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
う
い
っ
た
関
係
は
大
事
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。 

        

　
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を

育
て
、
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
た
両
親
、
学
校
の
先
生
方
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
日
、
こ
の
よ
う
に
無
事
に
成

人
式
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
う
一
方
で
、
自

分
が
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
の

だ
と
い
う
実
感
が
未
だ
湧
か
ず
に

い
ま
す
。 

　
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
成
人
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
だ
か
ら

と
周
り
か
ら
庇
護
さ
れ
て
い
た
分

の
責
任
も
自
分
一
人
で
負
わ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
自
然

と
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。 

　
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
二
十
年
は

あ
っ
と
言
う
間
で
し
た
。 

　
去
年
の
今
ご
ろ
は
一
年
後
の
こ

と
な
ど
漠
然
と
し
た
も
の
で
、
た

だ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
成
人
式

の
様
子
を
何
と
も
な
し
に
眺
め
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

自
分
が
、
今
こ
う
し
て
成
人
式
に

臨
ん
で
い
る
こ
と
に
一
年
と
い
う

時
間
の
早
さ
を
感
じ
ず
に
は
居
ら

れ
ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
ま
で
時
間
が
流
れ
る
ま
ま

に
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
私
で
す

が
、
こ
の
二
十
年
間
に
積
み
重
ね

て
き
た
思
い
出
は
こ
こ
で
は
語
り

切
れ
な
い
ほ
ど
沢
山
あ
り
、
そ
の

中
で
も
、
ま
ず
始
め
に
振
り
返
る

の
は
友
だ
ち
と
の
思
い
出
で
す
。 

保
育
園
や
小
学
校
か
ら
の
友
だ
ち
、

中
学
校
、
高
校
で
出
来
た
友
だ
ち
、

二
十
年
間
に
沢
山
の
友
だ
ち
と
出

会
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
何
よ
り

も
の
財
産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
い
つ
も
は
唯
、
他
愛
も
な
い
話

を
し
て
は
、
ふ
ざ
け
合
う
ば
か
り

で
す
が
、
い
ざ
と
言
う
時
は
互
い

に
手
を
差
し
伸
べ
あ
え
る
、
誰
も

が
そ
ん
な
貴
重
な
存
在
で
す
。 

　
友
だ
ち
と
い
う
も
の
は
、
一
つ

の
学
業
の
区
切
り
と
共
に
お
別
れ

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
、
家
族

と
は
ま
た
違
う
、
無
く
て
は
な
ら

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。 

　
そ
し
て
、
友
だ
ち
か
ら
は
沢
山

の
楽
し
い
思
い
出
と
同
時
に
、
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
な
ど
多
く
の

こ
と
を
学
び
得
て
、
経
験
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
自
分
が
今
の
よ
う
に
成
長
す
る

こ
と
が
出
来
た
の
に
は
、
養
っ
て

く
れ
る
両
親
や
家
族
だ
け
で
な
く
、

彼
女
た
ち
沢
山
の
友
だ
ち
の
存
在

も
大
き
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
、
友
だ
ち
は
大
切
に
、

彼
女
た
ち
が
必
要
と
す
る
な
ら
直

ぐ
に
手
を
差
し
伸
べ
て
や
れ
る
、

そ
う
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
間
に

な
る
こ
と
が
成
人
式
を
迎
え
た
私

の
ま
ず
一
つ
の
目
標
で
す
。 

　
私
は
今
、
大
学
で
医
療
分
野
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。 

　
医
療
分
野
は
学
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
が
山
の
よ
う
に
あ
り
、

そ
の
勉
強
に
追
わ
れ
る
日
々
に
気

が
滅
入
り
そ
う
に
な
る
一
方
で
、

自
分
が
望
ん
だ
分
野
の
勉
強
が
で

き
る
こ
と
に
確
か
な
充
実
感
が
あ

り
ま
す
。 

　
そ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
自
分

の
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
反

対
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
道
に
送

り
出
し
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
す

る
ば
か
り
で
す
。 

　
今
は
ま
だ
大
学
の
勉
強
に
追
わ

れ
る
ば
か
り
で
、
卒
業
後
の
自
分

の
取
る
べ
き
進
路
を
見
定
め
る
余

裕
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ

社
会
人
と
し
て
戻
っ
て
き
た
時
に

は
、
地
域
や
社
会
に
貢
献
出
来
る

人
間
と
な
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は

目
の
前
に
あ
る
課
題
を
ひ
と
つ
ず

つ
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
年

間
は
決
し
て
無
駄
な
時
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
だ
時
間

に
流
さ
れ
る
ま
ま
に
過
ご
し
て
き

た
感
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
こ
の

日
を
区
切
り
に
、
一
日
一
日
を
無

駄
に
過
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に

気
持
ち
を
改
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
、
世
界
だ
け
で
な
く
日
本
で

も
連
日
、
悲
し
く
、
痛
ま
し
い
事

件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
親
か
ら

虐
待
を
受
け
る
子
ど
も
、
非
道
な

ま
で
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
命
を

奪
わ
れ
る
人
々
、
そ
ん
な
世
の
中

で
も
、
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
こ

と
が
出
来
る
自
分
自
身
の
命
を
大

切
に
し
、
自
分
を
取
り
巻
く
幸
せ

を
不
幸
だ
と
嘆
く
こ
と
の
な
い
よ

う
に
精
一
杯
生
き
て
い
く
こ
と
が
、

今
日
、
成
人
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
の
何
よ
り
も
の
私
の
決
意
で
す
。 

  

広報いの　2月号 ● 15

古味　　恵 

「
20
歳
の
決
意
」 

成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た 

対
象
者
の
皆
様
へ 

　
成
人
式
の
冊
子
と
、
記
念
品

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
成
人

式
案
内
状
を
お
持
ち
の
う
え
、

社
会
教
育
課
、
吾
北
及
び
本
川

教
育
事
務
所
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
代
理
者
の
場
合
は
、
案

内
状
も
し
く
は
、
現
住
所
、
生

年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
社
会
教
育
課 ８

９
３
―
２
０
１
２ 



Interestingly enough I have always enjoyed sports. For as long as I can remember I have played sports. One sport I 

played for many years was Judo. From about the age of 6 through to 16 I was part of a Judo club. I was a very 

competitive player. My father was also wonderful, as he would be the one to drive me up and down the country in 

the early hours of the morning to get me to my gradings or competitions on time. I was once part of the British 

team too, and I have many happy memories of my sisters and my parents cheering me on. My parents always 

encouraged me which is probably why I was such a fan of sports when I was growing up.  

I had a tennis coach; I was a long distance runner and very interested in Javelin throwing. I tried most sports in the 

athletics club, but my favourite was Javelin. Not only this, but I also found the time to be part of the swimming 

team and diving team.  

More recently I seem to watch sports rather than take part. In England football and Rugby are very popular sports. 

I enjoy watching rugby but I am not a fan of football. It's always on the TV - more than baseball is in Japan!! Other 

sports from Britain besides football are cricket, snooker, and darts (there are probably other sports from England 

too but I'm not sure what they are). I am not interested in these though, but many people in England are.  

Since arriving in Japan, I have not participated in any sports. I would love to join a club here in Ino. I was 

disappointed that there wasn't a judo club in my town, but now I think I would like to start playing tennis and 

badminton again. Maybe soon I will. 

 

　私はいつも興味深く、スポーツを楽しみました。私は思い出す限り、スポーツをずっとしてきました。私が何年間も

したスポーツの１つは柔道でした。６歳から16歳まで、私は柔道クラブの一員でした。私は非常に競争好きなプレーヤー

でした。私の父もまたすばらしい人で、昇段審査または試合に間に合うように、朝早い時間でも国のあちこちに私を連

れて行ってくれたものでした。私は英国のチームの一員で、私の姉妹と両親が応援に来てくれたたのしい思い出がたく

さんあります。私の両親がいつも私を勇気づけてくれたことが、私が成長するとともにスポーツを好きになった理由だ

と思います。 

　私にはテニスコーチがいましたし、私は長距離ランナーでもあり、非常に槍投げに興味も持っていました。私は陸上

部でほとんどのスポーツを試したけれども、私のお気に入りは槍投げでした。これだけではなく私はまた、スイミング

チームとダイビングチームの一員である時期もありました。 

　最近では、私は参加するよりはむしろスポーツを見ています。イギリスでは、フットボールとラグビーがとても人気

のあるスポーツです。私は、ラグビーを見るのを楽しむけれども、フットボールのファンではありません。それは日本

で野球がある以上にいつもテレビで見られます。フットボールのほかに英国生まれの他のスポーツは、クリケット、ス

ヌーカー、そしてダーツ（たぶん、他にもイギリス生まれのスポーツがあるけれども、それらが何かはよく知りません。）

です。私はこれらに興味をもっていないけれども、イギリスの多くの人々は興味を持っています。 

　日本に来てから、私はまったくスポーツに参加していません。私は、いの町でスポーツクラブに参加したいです。私

は、私の町に柔道クラブがなくてがっかりしたけれど、今はまたテニスとバドミントンを始めたいなあと思っています。

たぶん、すぐできるでしょう。 

※イングランドでは、サッカーのことをフットボールといいます。 

 

 

ミーガン（吾北地区）とジョナサン（伊野地区）は、来月号の登場です。お楽しみに！ 

「好きなスポーツ」 「好きなスポーツ」 「好きなスポーツ」 
エマ（伊野地区、イングランド出身） 

広報いの　2月号 ● 16

活動しています。見かけた時は、気軽に声をかけてくださいね。 



ジェームス（本川地区、オーストラリア出身） 

Australians really like sports. We have sports reports on the radio, on the television and in the newspapers. Because 

my country is wide, even in the cities there's lots of space to build sports grounds. And then, because the weather's 

always fine, people can go outside in summer or winter. So, just about everyone plays some sort of sport. 

Australia's most popular sport is probably swimming. The majority of the population lives close to the sea. 

Professional sportsmen are usually quite famous. For example, apart from Ian Thorpe, my high school students don't 

know another single famous Australian.  

In the countryside, boys usually play cricket and football. Girls play basketball and netball. Australian football is 

completely different from American football. It's very fast, and very exciting. 

However, because snow is pretty bloody rare in Australia, we're not too good at winter sports. It's only recently 

during the 2002 Winter Olympics that Stephen Bradbury won our very first gold medal. 

 

　オーストラリア人は、スポーツが大好きです。ラジオでもテレビでも新聞でも、スポーツの記事をよく見ます。私の

国は広いので、町のあちこちにグラウンドがあります。そして、晴れの日が多いので、人々は夏でも冬でも外に行くこ

とができます。だから、どの人も何かのスポーツをやっています。 

　オーストラリア人に一番人気があるスポーツは、たぶん水泳でしょう。大半の人々は、海岸の近くに住んでいます。

プロスポーツマンは、とても有名です。たとえば、他の有名なオーストラリアのシングルプレーヤーを知らない私の高

校の学生でも、イアン・ソープは知っています。 

　田舎では、男の子はクリケットとフットボールをやります。女の子は、バスケットボールとネットボールをやります。

オーストラリアのフットボールは、アメリカのフットボールとは全く異なります。このケームは、とても動きが速くて、

とてもおもしろいです。 

　しかし、オーストラリアは雪が少ないので、冬のスポーツは苦手です。2002年冬季オリンピックでステファン・ブラッ

ドベリーさんが獲得した金メダルが、オーストラリアで初の金メダルでした。 

のページ 
今月のテーマ 今月のテーマ ALT

いの町 

今月は、いの町で活躍する４人のALT（外国語指導助手）のうち、ジェームスとエマに好
きなスポーツを紹介してもらいます。 

     

●
内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国
際
感

覚
豊
か
な
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、

様
々
な
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

●
平
成
17
年
度
に
実
施
す
る 

「
国
際
青
年
育
成
交
流
」 

（
８
〜
９
月
の
23
日
間
）、 

「
日
中
青
年
親
善
交
流
」 

（
８
〜
９
月
の
19
日
間
）、 

「
日
韓
青
年
親
善
交
流
」 

（
８
〜
９
月
の
約
15
日
間
）、 

「
世
界
青
年
の
船
」 

（
平
成
18
年
１
〜
３
月
の
43
日
間
）、 

「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」 

（
10
〜
12
月
の
51
日
間
） 

の
参
加
青
年
（
18
〜
30
歳
を
対
象
）

の
高
知
県
募
集
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。 

募
集
期
間 

　
３
月
１
日（
火
）〜
３
月
31
日（
木
） 

高
知
県
選
考
日 

　
４
月
７
日（
木
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
内
閣
府
国
際
交
流
第
１
担
当 

　

０
３
―
３
５
８
１
―
１
１
８
１ 

　
高
知
県
国
際
交
流
課 

　

８
２
３
―
９
６
０
５ 

青
年
国
際
交
流
事
業
に 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

広報いの　2月号 ● 17

いの町では、４人のＡＬＴ（外国語指導助手）が学校を中心に　



平成１７年度　訓 練 生 募 集  

広報いの　2月号 ● 18

いの町 
地域ぐるみ教育 町ぐるみで子どもを育てよう 町ぐるみで子どもを育てよう 

小川小児童がひろめ市場で米と野菜の販売体験 

　　家庭教育カウンセラーとして全国各地で講演活動をしておられ

る内田玲子先生をお迎えして、講演会を開催します。熱意のこもっ

た内田先生のエネルギーを分けてもらい、明日の子育てに活かしま

せんか？ 

講演会のご案内 
～生活の中にある子育ての秘訣を学びませんか？～ 

講　師　　内田玲子氏（家庭教育カウンセラー） 
演　題　　「大人になりきれない親」 

問い合わせ先　吾北教育事務所（ ８６７－２１３３） 

日 時　２月１９日（土）１３：３０～１５：３０ 

会 場　吾北中央公民館（いの町上八川甲２０１０） 

主 催　いの町（吾北地区）地域教育推進協議会 

後 援　吾北教育事務所・吾北総合支所 

 

　県教委こども課の「育てて売ってわんぱくどきどき学

習事業」に参加している小川小は、ＰＴＡや開かれた学

校づくり推進委員会の協力のもと、学校農園での野菜の

栽培やあいがも農法による米作りに取り組んできました。

秋に収穫した米や野菜は、12月に高知市の「ひろめ市場」

で販売しました。 

　販売当初は、恥ずかしさもあって、大きな声での呼び

かけがなかなかできませんでしたが、次第に声が出だし、

帯屋町アーケードに大きく響く声で呼びかけができました。

そのかいあって用意した商品は、販売開始から約１時間

半で完売することができました。 

　自分たちで育てた作物を街に出かけて売ってくるという体験は、子どもたちにとって大きな思い出となり

そうです。 

平成１７年度　訓 練 生 募 集  県立中村高等技術学校では、平成17年度訓練生を 
次の要領で募集します。 

詳細は、右記まで 
お問い合わせください。 

・高知県立中村高等技術学校　（中村市具同5179　 ０８８０－３７－２７２３） 
・各公共職業安定所 
・ホームページアドレス　　http://www.pref.kochi.jp/̃roudou/school

訓 練 科 名  
訓 練 期 間  
募 集 人 員  
募 集 期 間  
試 験 日  

 
応 募 資 格  

木造建築科 
2年 
10名 

総合住宅サービス科 
6ヶ月 
20名 

2月21日～3月22日 
3月31日 

中学校卒業者（平成17年3月卒業見込み者を含む）
又はこれと同等以上の学力を有する者で、30歳
（平成17年4月1日現在）以下の者 

中学校卒業者又はこれと同等以上の学力を有する
者で、65歳（平成17年4月1日現在）未満の者 



広報いの　2月号 ● 19

図

書

館

だ

よ

り

 
「子どもの本棚」 子どもたちに勧めたい本をご紹介します。 本選びの参考になさってください。 

 

Peek a Boo
～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～ 

2月15日（火） 
10：30～11：00

乳幼児と保護者を対象に、１F絵本コーナーで 

手遊びや読みきかせをしています。どなたでも 

お気軽においでください。 

本　館 

枝川分室 

本　館 
 

枝川分室 

本　館 

枝川分室 

開 館 時 間  

 

 
休　館　日  

 

電 話 番 号  

9：30～18：00 
 

月・祝日（11日） 

館内整理日（25日） 

月・水・金・日 

850－4360 

850－4350

http://inolib.town.ino.kochi.jp

『うしろにいるのだあれ』ふくだ　としお　さく　新風舎／2003年 

　「ぼくの　うしろに　いるの　だあれ　あっ　かめくん　かめくんの
うしろにいるの　だあれ　あっ　ねこさん　ねこさんのうしろにいるの
だあれ　あっ　ぞうさん　ぞうさんのまえにいるのだあれ　あっ　とり
さん　とりさんのうえにいるのだあれ……」 
　―絵を見ながら、動物の名前をあてっこできる絵本です。ゆっくりと
頁をめくると、そこには自然で優しい動物たちの世界がひろがります。
本の最後には「自分のまわりをもう一度よく見てください。きっと誰か
いるから」という著者からのメッセージが添えられています。愛子様お
気に入りの絵本ということで話題にもなった絵本です。 
【１歳前後から】続編「みずべのなかま」・「のはらのなかま」もあります。《司書　畑山里美》 

 
☆赤ちゃんと絵本☆ 

　赤ちゃんが絵本に関心を持ち始める時期には個人差がありますが、一般的には生後１０ヶ月を過ぎ
るころから楽しめるようになると言われています。言葉や文字のわからない赤ちゃんに絵本なんて
まだ早いのでは…と思われる方もいるかもしれませんが、小さな赤ちゃんも絵本を見ながら優しく
語りかけてもらったり、絵についてお話してもらう時間は、とてもうれしいようです。絵本は早期
教育の道具ではなく、子どもにとっては“楽しみ”そのものです。気負わずゆっくり、赤ちゃんと「絵
本の時間」を楽しんでもらいたいと思います。読み方に上手・下手はありません。大好きな人から
絵本を読んでもらった時間は大切な心の栄養になります。 

 
☆ようこそ図書館へ☆ 

　図書館カードは０歳から発行することができます。絵本のほか、子育てに関する本（育児書・母乳・
離乳食・トイレトレーニング・ベビーサインなど）もあります。また、毎月第３火曜日に絵本コーナー
で、乳幼児向けの手遊びや読みきかせの会を実施しています。お気軽においでください。 

期
　
　
日 

　
３
月
６
日（
日
）・
13
日（
日
） 

　
予
備
日
20
日（
日
）・
27
日（
日
） 

場
　
　
所 

　
い
の
町
総
合
運
動
場
野
球
場 

参
加
資
格 

町
内
在
住
者
・
勤
務
者
・
小
路

先
生
の
教
え
子
で
編
成
し
た

チ
ー
ム 

参
加
チ
ー
ム
数 

　
先
着
８
チ
ー
ム 

　（
定
数
に
達
し
次
第
締
め
切
る
。） 

申
込
締
切 

２
月
18
日（
金
）
17
時
15
分
ま
で

に
伊
野
公
民
館
ま
で
申
し
込
む

こ
と
。 

参

加

料

 

　
７
，０
０
０
円 

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
は
各
チ
ー
ム

加
入
の
こ
と
。） 

抽
　
　
選 

２
月
23
日（
水
）
19
時
か
ら
伊
野

公
民
館
で
行
う
。
（
各
チ
ー
ム

代
表
者
は
参
加
の
こ
と
。
） 

主
　
　
催 

　
伊
野
町
体
育
会 

第
31
回
小
路
良
吉
旗
争
奪 

　
　
社
会
人
軟
式
野
球
大
会 



いの町ウォークラリー大会参加者募集 いの町ウォークラリー大会参加者募集 
ウォークラリーとは、コース図に従って、課題を解決しながらグループで歩き、 
時間得点と課題得点の合計点を競うゲームです。 
当日の説明だけでどなたでも参加できます。 
桜のつぼみもふくらみ始めるこの季節、吹く風に春の気配を感じてみませんか？ 
 日　　時　　　３月27日（日）（小雨決行） 

　　　　　　　８時30分　　受付開始 
　　　　　　　９時10分　　開会式 
　　　　　　　９時30分　　スタート（13時解散予定） 
集合場所　　　伊野小学校 
コ ー ス　　　４ｋｍと６ｋｍを予定 
参 加 費　　　大人　1人200円　　子ども1人100円（保険料含む） 
 
申込方法　　　家族・友だち等３～６人程度でチームを作り、所定の申込用紙に参加費を添えて、 
　　　　　　　伊野公民館窓口までお申し込みください。申込用紙は、２月初旬から伊野公民館 
　　　　　　　窓口、役場、各総合支所及び出張所でお渡しします。 
 
そ の 他　　　雨天等の問い合わせは、当日７時に伊野公民館までお願いします。 
主　　催　　　いの町ウォークラリー実行委員会 
問い合わせ先　いの町社会教育課（伊野公民館内）　 ８９３－２０１２ 
 

放送大学で学んでみませんか？ 
　放送大学はテレビ・ラジオで授業を行う通信制大学です。いろんな年代や様々な人たちへのニーズに応え 
る科目を360以上ご用意しております。大学や大学院の授業科目を１科目から気軽に学べるチャンスです！ 
　この機会に放送大学で学んでみませんか？！　　　　　　　　　　　 

★放送大学の教養学部と大学院の特長の一部をご紹介します。 
～教養学部のご紹介～ 
①無試験で入学できます。 
②15歳以上ならば誰でも選科履修生・科目履修生として入学でき、約300科目の中から好きな科目を 
　１科目からでも学べます。 
③18歳以上で大学入学資格をお持ちの方は、誰でも全科履修生として入学でき、卒業すると学士の取得ができます。 

　　　　　　　　　　　学生の種類　　　　　　　　　　　　　　　    　入学料　　　　　　　　  　授業料 

科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 　　　　　   　　　6，000円 

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修） 　　　　　   　　　8，000円 

全科履修生（４年以上在学し、学士の学位の習得を目指す）　　   　　　22，000円 

　　　　　　　　　　　学生の種類　　　　　　　　　　　　　　　    　入学料　　　　　　　　  　授業料 

修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 　　　　　   　　 12，000円 

修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修） 　　　　　   　　 16，000円 

 １単位あたり 
　5，000円 
（ﾃｷｽﾄ代含む） 

１単位あたり 
10，000円（テキスト代含む） 

～大学院のご紹介～ 
①18歳以上ならば誰でも修士選科生・修士科目生として入学でき、約60科目の中から好きな科目を 
　１科目から学べます。 
 

★只今平成17年度第１学期学生を募集しています。詳しい資料を無料進呈いたしますので、お気軽にお問い合わせください。 
   出願締切日：２月28日（月） 

〒780－8520　高知市曙町２－５－１（高知大学内）放送大学高知学習センター 
８４３－４８６４／　８４３－４８１３　放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp/hp 
 FAX情報サービス　０４３－２１１－８３５１　フリーダイヤル　０１２０－８６４－６００ 

   

　
高
血
圧
は
別
名
「
静
か
な
殺
し

屋
」
と
も
呼
ば
れ
、
放
置
し
て
お

く
と
、
脳
卒
中
や
心
不
全
な
ど
の

病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

　
そ
こ
で
今
回
、
高
血
圧
の
正
し

い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
ご
自
分
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
い
た
だ
け
る
場
と
な
り
ま

す
よ
う
に
教
室
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
様
お
誘
い
合
せ
の
上
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
２
月
27
日（
日
） 

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
14
時 

場
　
所
　
伊
野
公
民
館 

内
容
／
講
師 

「
高
血
圧
に
つ
い
て
」 

　
内
科
医
師
　
伊
與
田
孝
一
郎 

「
高
血
圧
の
食
事
療
法
に
つ
い
て
・

　
減
塩
料
理
」 

　
管
理
栄
養
士
　
新
谷
美
智 

参
加
料
　
米
１
合
・
500
円 

申
し
込
み
　
仁
淀
病
院
総
務
係 

　
　
　
　

８
９
３
―
１
５
５
１ 

主
　
催
　
仁
淀
病
院 

　
　
　
　
　
健
康
い
き
い
き
教
室 

「
高
血
圧
教
室
」

「
高
血
圧
教
室
」 

　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
開
催
の
お
知
ら
せ 

「
高
血
圧
教
室
」 

　
　
開
催
の
お
知
ら
せ 
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「
い
の
町
誕
生
記
念
」 

ふ
れ
あ
い
菜
の
花
ま
つ
り 

　
　
　
の
中
止
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
（
お
知
ら
せ
） 

  

■すこやかセンター行き＜平日＞ 

池ノ内発 

7：00 
8：25 
10：20 
13：00 
15：00 
17：00

7：03 
8：28 
10：23 
13：03 
15：03 
17：03

7：09 
8：34 
10：29 
13：09 
15：09 
17：09

7：13 
8：38 
10：33 
13：13 
15：13 
17：13

7：24 
8：50 
10：44 
13：24 
15：24 
17：24

7：28 
8：54 
10：48 
13：28 
15：28 
17：28

八　田 中の谷 

―― 
※ 8：47 
―― 
―― 
―― 
―― 

伊　野 
小学校 伊野駅前 

天　王 
ニュー 
タウン 

すこやか 
センター 
着 

■池ノ内（天王ニュータウン）行き＜平日＞ 

池ノ内着 

7：45 
9：30 
12：20 
14：20 
16：20 
17：50

7：49 
9：34 
12：24 
14：24 
16：24 
17：54

8：00 
9：45 
12：35 
14：35 
16：35 
18：05

8：04 
9：49 
12：39 
14：39 
16：39 
18：09

8：08 
9：53 
12：43 
14：43 
16：43 
18：13

8：13 
9：58 
12：48 
14：48 
16：48 
18：18

八　田 中の谷 伊野駅前 
天　王 
ニュー 
タウン 

すこやか 
センター 
発 

■すこやかセンター行き＜土・日・祝日＞ 

池ノ内発 

7：00 
8：25 
12：25 
15：00

7：03 
8：28 
12：28 
15：03

7：09 
8：34 
12：34 
15：09

7：13 
8：38 
12：38 
15：13

7：24 
8：50 
12：49 
15：24

7：28 
8：54 
12：53 
15：28

八　田 中の谷 伊野駅前 
天　王 
ニュー 
タウン 

すこやか 
センター 
着 

■池ノ内（天王ニュータウン）行き＜土・日・祝日＞ 

―― 
※ 8：47 
―― 
―― 

伊　野 
小学校 池ノ内着 

7：45 
11：50 
14：20 
17：50

7：49 
11：54 
14：24 
17：54

8：00 
12：05 
14：35 
18：05

8：04 
12：09 
14：39 
18：09

8：08 
12：13 
14：43 
18：13

8：13 
12：18 
14：48 
18：18

八　田 中の谷 伊野駅前 
天　王 
ニュー 
タウン 

すこやか 
センター 
発 

■小野行き 

■運行経路 

■運行経路 

伊　野 
駅前発 
6：20 
12：15 
17：55

6：25 
12：20 
18：00

6：27 
12：22 
18：02

6：31 
12：26 
18：06

6：33 
12：28 
18：08

6：38 
12：33 
18：13

6：47 
12：43 
18：22

竜王 加田 弘畑 うずの谷 冷水 小野着 

■伊野駅前行き 
伊　野 
駅前着 

6：50 
12：56 
18：22

6：59 
13：02 
18：31

7：04 
13：07 
18：36

7：06 
13：09 
18：38

7：10 
13：13 
18：42

7：12 
13：15 
18：44

7：17 
13：24 
18：49

竜王 加田 弘畑 うずの谷 冷水 小野発 

広報いの　2月号 ● 21

　
２
月
１９
日（
土
）、
２０
日（
日
）に

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
い

の
町
誕
生
記
念
」
ふ
れ
あ
い
菜
の

花
ま
つ
り
は
、
菜
の
花
の
生
育
不

良
の
た
め
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

　
本
年
度
は
、
度
重
な
る
台
風
の

襲
来
に
よ
り
、
会
場
が
冠
水
し
た

た
め
、
種
や
肥
料
が
流
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
種
を

播
き
直
す
な
ど
懸
命
の
努
力
を
い

た
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ぐ
ら
い
ま

で
菜
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
１
月
１４
日（
金
）、
実

行
委
員
会
を
開
き
、
本
年
度
の
開

催
を
断
念
し
ま
し
た
。 

　
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

ふ
れ
あ
い
菜
の
花
ま
つ
り 

実
行
委
員
会 

お買い物・通勤・通学に町営バスをご利用ください！！
　現在、町営バスは、「池ノ内～すこやかセンター」線と「伊野駅前～小野」線を運行しています。 
　是非、ご利用ください。（注：交通事情により多少の遅速があります。） 

池ノ内（天王ニュータウン）～すこやかセンター伊野線 
◇　運行に関する問い合わせ先： 県交北部交通 ８４６―４８８８／企画課

伊 野 駅 前 ～ 小 野 線  
◇　運行に関する問い合わせ先：企画課

小
　
　
野 

   

冷
　
　
水 

   

弘
　
　
畑 

   

加
　
　
田 

   

竜
　
　
王 

   

う
ず
の
谷 

   

伊
野
駅
前 

大
納 

●  

局
前 

●  

八
　
　
　
田
　
●  

大
元 

●  

南
の
谷 

●  

中
　 

の
　 

谷
　
●  

小
八
十 

●  

大
八
十 

●  

天
神 

●  

小
鎌
田 

●  

支 

　
所
　 

前
　
●  

尾
山 

●  

波

川

分

岐
　
●  

保
養
セ
ン
タ
ー
通 

●  

仁
淀
川
橋
東
詰 

●  

（
※
伊
野
小
学
校
） 

●  

大
国
様
前 

●  

公
園
町 

●  

伊
野
天
神
町 

●  

伊
野
駅
前 

●  

仁
淀
病
院
前 

●  
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
　
● 

● 

大
坪
橋 

 

●
　
梅
の
木
第
二 

 

● 

天
王
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
西
口 

         

● 

天
王
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
東
口 

 

● 

池
ノ
内
分
岐 

 

●
　
池
　
ノ
　
内 

天王ニュータウン 
↓ 

天王南３丁目 
↓ 

天王ニュータウン南 
↓ 

天王南８丁目 

注：※印の便は、幼稚園、学校が休みの時は、 
　　伊野小学校を経由しません。 （　　　　　　　　　　　　） 



編　集/いの町広報編集委員会　　　発　行/いの町　　　電　話/088-893-1111（代） 
印　刷/弘文印刷（株）　　　　　　　発行日/平成17年2月1日 

関 田 病 院  

さ く ら 病 院  

仁 淀 病 院  

森 木 病 院  

田 村 外 科  

関 田 病 院  

森 木 病 院  

高 岡 内 科  

高 津 小 児 科  

仁 淀 病 院  

893ー0047 

893ー5111 

893ー1551 

893ー0014 

893ー5712 

893ー0047 

893ー0014 

892ー0296 

893ー0640 

893ー1551

※都合により当番医が変更となる場合があります。 
　受診の前に電話でご確認ください。 

【今月の納税】　国保税、介護保険料（本算定）　10期 

SOYINK
P R I N T E D W I T H

Trademark of American Soybean association
T M

大豆インクを使用しております。 古紙配合率100％再生紙を使用しています 

上下水
道 

休日当
番 

休 　
日  

当 番
医  

不 用
犬  

収 集
日  

いの町上下水道組合 

090ー9555ー6246

伊野地区 

吾北地区 

2月8日（火）・3月8日（火） 
　役場本庁・各出張所 
　受付時間　8：30～9：30

2月22日（火）・3月22日（火） 
　吾北総合支所 
　受付時間　8：30～9：30

本川地区 

3月14日（月） 
　本川総合支所 
　受付時間　8：30～9：30

　枝川分団の消防屯所に掲げられてい
る防火啓発パネルが新しくなりました。 
新しいパネルは地元の枝川小学校の６
年生４名（伊藤美穂さん・大原桃子さ
ん・國弘あおいさん・森本走さん） 
が製作したもので、昨年末から屯所東
側の道路沿いに掲げられ、ドライバー
や登下校中の小学生への防火の呼びか 
けや、枝川分団のＰＲに用いられてい
ます。 

枝川小学校６年生が枝川分団屯所の 
防火啓発パネルを製作 

 

枝川小学校６年生が枝川分団屯所の 
防火啓発パネルを製作 

 


